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〈第 8 分科会〉

産学連携の新たな可能性

大谷大学 社会学部 講師  野村　実 
コーディネーター

○本分科会のねらい
第 8 分科会では、大学と多様なアクターとの連携について、地域連携活動の事例をもとに論点整理を図

りながら、産学連携の新たな可能性について考えていくことをねらいとした。特に、全国でさまざまな
PBL（Project Based Learning）型授業が展開される中で、自治体や企業等とどのように手を携えながら企画・
運営を行っていくべきか、大学以外の外部アクターの視点を交えながら議論を図った。

具体的には、大学連携に主体的かつ積極的に関わっている NPO、高校、民間企業という三者から話題提
供をいただき、ワークショップ形式で大学が（に）できること／できないこと、外部アクターとの連携の
余地とイノベーションの可能性について議論した。大学教育において PBL に取り組む上で、担当コーディ
ネーター自身の経験にはなるが、たとえばプロジェクトでの学生のチームビルディングや、対象地域の普
段の生活状況の把握など、担当教員の専門性や業務の範疇にはとどまらないところでさまざまなスキルや
力が求められる局面がある。こうした課題に対し、本分科会では、大学以外の外部アクターと積極的に連
携することによる効果や、他大学の連携事例もふまえた産学連携の新たな可能性を見据えた知見の共有を
図った。

○報告の概要
第一報告では、特定非営利活動法人 SET 交流部副部長の小林敬志氏から「PBL におけるチームビルディ

ングの支援」の題で話題提供をいただいた。SET は、岩手県陸前高田市で大学生とともにまちづくり活動
を行う団体であり、「人づくり・まちづくり・社会づくり」をコンセプトとしている。小林氏は、大谷大学
の地域連携プロジェクト「モビリティデザインプロジェクト」の活動にあたって、3 年間にわたってチーム
形成の支援に携わっている。こうした観点から、チームとしての共通言語の獲得や理想の設定、現状分析
など、実際のチーム形成支援の実施内容の紹介ののち、PBL への貢献として次の点が提示された。第 1 に
授業へのモチベーションの向上、第 2 にアウトプットの成果の質向上、第 3 に人間的な成長の支援という 3
点であり、いずれも大学教育において本質的かつ補完的な内容であった。

第二報告では、京都府立丹後緑風高校網野学舎教諭の勝山鉄矢氏から、「高校における『総合的な探究』
と大学との連携」の題で話題提供をいただいた。勝山氏は、「丹後の未来をソウゾウ（想像・創造）する」
をコンセプトとする、総合的な探究の時間「SOU-TAN」の取り組みを進める中で、京都市内の大学と連携
した活動を実施している。特に京丹後市を含めた京都府北部地域は（2024 年度の分科会テーマの一つでも
あったが）、いわゆる「大学空白地」であり、高校生という視点からも大学の学びや大学生と触れ合う機会
は決して多くはない。こうした背景から、SOU-TAN では丹後地域をフィールドに高校生たちが探究学習
を実施しているが、テーマに応じて大学のゼミ活動等と連携することで、高校生が大学生と触れ合う機会
の創出につながり、大学での学びを現地で体験することが可能となっている。以上のことから、勝山氏か
らは大学と高校の連携の有効性として、①探究のノウハウの享受（大学から高校へ）、②遠隔地の実態把握
への協力（高校から大学へ）、③互いの学習意欲の刺激、という 3 点が提示された。加えて、高等教育の「発
信と受信」についても言及があり、高校にとっては探究学習における旧態依然の授業展開のブレイクスルー
として、あるいは大学にとっても遠隔地との連携活動で日常的な実態把握をするための新たな策として、
それぞれ位置付けられうるものと考えられる。

第三報告では、株式会社コギト・デザイナーの八島潤子氏より、「地図アプリの開発とデザインを通じた
産学連携」の題で話題提供いただいた。コギトは、1990 年に設立された地図やイラストマップアプリを手
がける企業であり、これまでも京都市内外の大学の、かつ多様な学部と連携した事業に取り組んできた。
こうした観点から八島氏からは、イラストマップと「大学×地域」との相性の良さとして、①どの学部で
も扱える、② PBL につながる、③地域とつながることができる、という 3 点が示された。事例では、大谷
大学や早稲田大学、嵯峨美術大学などとの連携が紹介され、そのテーマは地域交通や商店街、観光など多
岐にわたっている。八島氏からはまた、企業はあくまで「外側の箱」であり、アイデアを出して議論し、
アプリやマップを使用してブラッシュアップするのはあくまで学生である点が強調された。最後にまとめ
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として、産学連携は「イベントではなく、育つコンテンツ」であると締めくくりの言葉があり、イベント
や商品開発だけでなく、継続的な産学連携に向けた「循環」の重要性が提起された。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
講演後に休憩を挟み、後半では 6 グループに分かれてワークショップを実施した。ワークショップでは、

前半の話題提供をふまえた気づきの共有や、参加者自身が所属先で取り組んでいる情報の共有、さらに大
学にできること／できないことを改めて考えることをねらいとして実施した。

また、ワークショップの間には登壇者への質疑応答も実施し、産学連携を進める上でのリソース（資源）
のあり方に主眼を置いた議論が展開された。特に各大学において、連携を進める上での予算をどう獲得す
るか、あるいは教員と職員による教職協働の重要性などが提起された。さらに、学生や地域、企業などの「相
手のペイン（痛み）」にどう寄り添うか、という視点もグループワークで提示され、高度化・複雑化する地
域／社会課題への応答の可能性が模索された。

ワークショップ後に行われた各グループからの発表では、たとえば「同じ地域に関わっている複数のゼミ・
研究室の活動プログラムをマッピングする」という具体的なアイデアが出されたほか、いわゆる「人材バ
ンク」のように、課題を抱える地域や住民、企業と、それを解決したい／できる大学とをマッチングする
仕組みの有用性の議論にもつながった。

以上をふまえて、本分科会では産学連携を主題として、各大学等での取り組み事例の共有とともに、教
職員それぞれが産学連携を図る上での「悩み」を抱えている現状を共有する場にもなった。あらためて登
壇者 3 名の皆様と、（文字通り北海道から沖縄までの）全国各地からご参加いただいた皆様に感謝申し上げ
る。
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このテーマ設定の背景②
コーディネーター自身が大学で地域連携・PBL活動を

進めていくにあたって直面した３つの課題

①チーム

ビルディング

②連携地域の

日常的な状況

③民間企業の

知恵やアイデア

研究者としてのトレーニングに

ゼミ等の「チーム形成」は含まれていない…？

※講義資料やシラバスの作り方に関する

院生向けのワークショップ等は存在するが…

地域連携を進めていく上で、フィールドワーク

以外での連携先の地域の状況はよくわからない

→特に遠方地域となると、訪問した際だけの

「切り取られた情報」のみしか得られない

面白そうな取り組みを展開しても

マネタイズや事業化の視点は

（実務家教員以外には）ほとんどない…？

このテーマ設定の背景①
2024年度のFDSDフォーラム・ワークショップ４

「大学空白地における域学連携と地域活性化」

において提示された課題

高度化・複雑化する地域課題に対して

大学に／大学ができることはなにか？

大学コンソーシアム京都　第６ステージプラン（2024-2028）

「産官学民連携による地方創生」

出典　大学コンソーシアム京都　第６ステージプラン（2024-2028）

全国各地でさまざまな

PBL型授業が展開される中で、自治体や企業等とどのように

手を携えながら企画・運営を行っていくべきか？

第８分科会の「問い」

大学が（に）できること／できないこと、

外部アクターとの連携の余地とイノベーションの可能性

についてワークショップ形式で考えていきます。

01
ワークショップの趣旨説明

第31回FD・SDフォーラム　第８分科会

2026年2月28日（土）＠同志社大学今出川キャンパス

担当コーディネーター：野村 実
（大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科）

産学連携の
新たな可能性

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

野村　実　大谷大学 社会学部 コミュニティデザイン学科 講師
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第８分科会
の流れ

【前半】14:30〜15:40

・分科会の趣旨説明

・講演１「PBLにおけるチームビルディングの支援」

　特定非営利活動法人SET 交流部副部長　小林 敬志 氏

・講演２「高校における『総合的な探究』と大学との連携」

　京都府立丹後緑風高校網野学舎 教諭　勝山 鉄矢 氏

・講演３「地図アプリの開発とデザインを通じた産学連携」

　株式会社コギト デザイナー・イラストレーター　八島 潤子 氏

 ──休憩──

【後半】15:50〜16:50

・ワークショップ①各連携先に分かれてのふりかえり

　テーマ：「NPO」「企業」「高校」との連携

・ワークショップ②今後に向けて

　テーマ：持続可能な産学／産官学民連携に向けて

・総括

 ──終了──

※ワークショップ内容は仮のものです。

03
今日の流れの説明

＋導入

大学とさまざまな形で連携いただいているみなさま

NPO法人

高校

民間企業

第８分科会

登壇者のご紹介

京都府立丹後緑風高校網野学舎 教諭

勝山 鉄矢 氏

特定非営利活動法人SET 交流部副部長

小林 敬志 氏

株式会社コギト デザイナー・イラストレーター

八島 潤子 氏

02
登壇者の紹介

私たちが（試験的に）取り組んできたこと

①チーム

ビルディング

②連携地域の

日常的な状況

③民間企業の

知恵やアイデア

※大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科・モビリティデザインプロジェクトの例

学生のチーム形成を専門とする
NPOへの外部委託

地元の高校生の
「総合的な探究」との連携

民間企業と連携したゲーム開発
地域での実装と改良

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10
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2013-2016 CMSP•  2022 - 11

2025 - 2013 - NPO

2011 3 11 - 

SET
7402705000384

2011 3 13
2013 6 10

2013 6 18
2025 10 16

7 10 16 12 10 15

 
 

 /  /  /  
 CanaL

113 2025 10
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● 2025

● 2024 2025

● 2023

● SDGs  2022

● 2020

● 1 2020

● 2019

● 2018

● 2018

● 7 2018

● 2018

自己紹介・団体紹介

NPO SET

SET

2014 Table For Two

2015 NPO SET
Change Maker Study Program

2016

Change Maker Study Program 

2019

NPO SET CMSP

2020

2021
NPO SET

2023

目次

01

02

03

04

自己紹介・団体紹介

実施内容-チームビルディングの支援-

大学生の気づき・学び

結果・考察

PBL

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

小林　敬志　特定非営利活動法人 SET 交流部 副部長
　　　　　　社会人研修講師／大学生関係人口案内人／研究員
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18

-

3

振り返りと
本音が飛び交う場づくり

理想のチームや果たしたい役
割に対して、個人と他者からの
視点を交えて振り返ります。

現現状状分分析析とと他他者者視視点点

-

2

理想のチームと
個人の果たしたい役割

どんなチームになりたいか？理
想のチームを話し合い、個人
の果たしたい役割を決めます。

理理想想のの設設定定

-

1

チームについて
インプット

そもそも何気なく触れている
「チーム」とは何か？からイン
プットします。

共共通通言言語語のの獲獲得得

Forming Storming Norming Performing Adjourning

Pe
rf

o
rm

an
ce

Bruce Tuckman‘s four stage 

- -

今年度スケジュール、R７は２チーム実施（各チーム5人）
※R5~6は１チーム（5〜6人）の実施

2025 4 5

2025 6

2025 7

2025 10 PBL

2025 11

2025 1 1 /

- -

1

チームについて
インプット

2

理想のチームと
個人の果たしたい役割

3

振り返りと
本音が飛び交う場づくり

何気なく触れている「チーム」と
は何か？からインプットします。

共共通通言言語語のの獲獲得得

どんなチームになりたいか？理
想のチームを話し合い、個人
の果たしたい役割を決めます。

理理想想のの設設定定

理想のチームや果たしたい役
割に対して、個人と他者からの
視点を交えて振り返ります。

現現状状分分析析とと他他者者視視点点

1年間で、月１回1時間程度、１チーム5人程度に実施
交交流流事事業業

Change Maker Study Program

10 1400 400

1

暮暮ららしし事事業業
4
Change Makers’ College

SET
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スライド 19

スライド 21

スライド 20

PBL

PBL

2025 10 29

1 2 3

TA
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自然環境 子育て・教育 健康福祉

産業歴史・文化 コミュニティ

１１･･２２年年生生 合合同同ゼゼミミ学校紹介
普通科の「総合的な探究の時間」

1・２年生の縦割で活動するサスティナブルな探究活動。
また「丹後の未来をソウゾウ（想像・創造）する」をコンセプトに、

地域創生・地域活性化を主とした地元・丹後地域をフィールドに様々な
テーマから課題を見つけ、仮説を立て、実証実験をする。
単年での取組ではなく、縦割りのグループの特性を生かして同テーマ

での継続的な検証や、新たな課題を次年度に引き継ぐことで成果を深め
ていくことを狙いとした活動。

「SOU-TAN」

学校紹介

普通科
総合的な
探究の時間

R７～ 網野式PBL

企画経営科
課題研究

観光ビジネス

学校紹介
京都府立丹後緑風高等学校 網野学舎
所在地 京都府京丹後市網野町
京都府最北の高等学校
普通科・企画経営科（商業）を設置
全校生徒 ２１７名

穏やかで、素直な生徒が多い。
卒業後、多くの生徒は市外に出ていく傾向。
大学が無いため、地域の活力としての期待も高い。

自己紹介
勝山 鉄矢（かつやま てつや）
京都府立丹後緑風高等学校 網野学舎 勤務（９年目）
担当分掌:教務部 担当教科:国語科
京都市伏見区出身
京都府立大学文学部文学科国文中国文専攻 卒業

経歴
兵庫県立佐用高等学校（講師）
京都府立網野高等学校間人分校
京都府立東舞鶴高等学校

高校における「総合的な探究の時間」
と大学との連携

第31回FD・SDフォーラム
第８分科会

京都府立丹後緑風高等学校 網野学舎
教務部 勝山 鉄矢

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

勝山　鉄矢　京都府立丹後緑風高等学校 網野学舎 教務部 教諭
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スライド 7

スライド 9

スライド 8

スライド 10

ご清聴ありがとうございました。
次年度の以降の大学連携先も募集中です!

大学と高校の連携の有効性
①探究のノウハウの享受（大学→高校）
②遠隔地の実態把握への協力（高校→大学）
③互いの学習意欲の刺激
＋α 高等教育の発信と受信
高校教育において探究学習の重要性は認識されてきているが、どうし

ても旧態依然とした授業展開が多く、探究活動のノウハウは乏しい。
一方で、大学にとっては遠隔地についての研究について、実態把握や

テーマによっては高校生の意見が有効的な場面がある。
その両者の課題を解消することに、連携の意義があると考える。
またそれに付随する相乗効果的なメリットも感じられている。

ココミミュュニニテティィゼゼミミ××大大谷谷大大学学社社会会学学部部

町町のの公公共共交交通通をを考考ええるる
～～MMoobbiiのの課課題題ににつついいてて考考ええるる～～

ココミミュュニニテティィゼゼミミ××大大谷谷大大学学社社会会学学部部

町町のの公公共共交交通通をを考考ええるる
～～mmoobbiiをを広広めめよようう！！ププロロジジェェククトト～～
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印刷物で制作した 観光集客のイラストマップや古地図を、そのままシステム上に
登録することでアプリ や Webページ上で歩くことが出来ます

「クイズラリー」機能で、DX型フィールドワークを実施。
ambula mapの画面上でクイズに答え、地域の魅力の発見・再認識へ。

クイズを動機付けとしてDX地域学習機能「クイズラリー」

“歩く”をさらに後押しする機能「デジタルスタンプラリー」

ambula map という“装置”

イラストマップをそのままデジタル化できる！

学生の成果物が「使われ続けること」

学生が作ったマップをデジタルで公開

重要なのは「デジタルで便利」ということより、

「続かない」を「続く」に変える

なぜ“地図”なのか

イラストップは大学×地域と相性が良い！

地図がない まち はありません

★どの学部でも扱える

★PBLになる

★地域とつながれる

学生卒業

鍵は「成果物を資産に変える」こと

「残る成果物」

使える成果物＝資産が残れば、次の年に引き継げる！

産学連携が続かない理由

「何が残るか」が設計されていない

イベント終了

地域のイラストマップを作る

産学連携は、なぜ続かないのか

「産学連携はいい取り組みだけど、

学生が卒業すると終わってしまう」

産学連携でよく聞く言葉・・・

八島 潤子（やしま じゅんこ）
イラストとデザインでまちを元気にするひと

岡山県岡山市出身

株式会社コギト でデザイナーやってます。
1990年6月設立（35歳ぐらい）のIT会社
京都市に本社があります

自 己 紹 介

2018年8月 リリース “イラスト・マップ アプリ”

のメインデザイナーです。

地図アプリの開発とデザインを通じた産学連携

株式会社コギト デザイナー

八島 潤子

第31回FD・SDフォーラ第8分科会

「産学連携の新たな可能性」

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

八島　潤子　株式会社コギト デザイナー・イラストレーター
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12

産学連携を“観光産業”につなぐ

★ホテルの周辺散策マップになる
★旅行会社のツアーになる
★商店街の集客ツールになる…など

＝ 産学連携は“循環”

大学外で 商品として世に出せるレベルまで内容を高める

持続の仕組み

学生が作ったマップが、

学生(若者)/  大学 観光産業/ 旅行代理店 ホテル

学生たちのアイデアをどのようにスムーズに具現化していくかを考えるのが我々の役目

私たちの立ち位置

「私たちは外側の箱である」を常に意識

アイデアを出し、議論し、使用してブラッシュアップ

していくのはあくまで学生

教育の主導権は大学にある

早稲田大学 創造理工学研究科

【商店街NOW40を見てね♪】

Copyright(C) COGITO Inc. All Rights Reserved.Copyright(C) COGITO Inc. All Rights Reserved.

「商店街の輪」 ～高田馬場西イラストマップ2025～

同じ内容を 日本語/英語/中国語 の3か国語に翻訳。

多言語マップの作成

作成したマップを3年継続して情報更新、
企業案件のコラボを実現！

ベースの日本語マップ
を様々に活用！

他大学でも回る！

嵯峨美術大学 デザイン学部 観光学科

あらしやまっぷ 2023 西陣マップ 2025

学生たちが取材して地域のマップ制作

どの大学でも、
このモデルは回る

商街 業大谷大学幼児教育コース（西村ゼミ）の学生が大学近辺をお

散歩しながら、子供と遊ぶと楽しい場所（公園・広場）を探し、

マップを作成いたしました。

Webでご覧いただけます

北大路周辺子ども・子育てマップ

事例3 大谷大学 幼児教育マップ

大谷大学 教育学部 幼児教育コース

学生が卒業しても、
地域に残る！

北大路周辺を周遊しロゲイニングで得点を競うイベントを

2025年12月に開催。地域の企業に協賛いただき、ゴールを

地域の老人ホームイベント会場にし、大成功いたしました。

老人ホーム

企 業

大谷大学 教育学部 幼児教育コース

当日の様子

事例2 大谷大学 北大路ロゲイニング

大谷大学地域連携室
地域によりそうプロジェクト（ちいプロ）

北大路ロゲイニング
商店街

事例1 大谷大学 社会学部 京丹後の事例
「京丹後市の公共交通を、すごろくにしたら面白いのでは？」

京丹後市での『モビリティロゲイニング』という地域イベントに！

行政

住民 企業
これはもはや地域の事業！
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スライド 13

まとめ

以上、ありがとうございました！

産学連携は

イベントではなく、育つコンテンツ

地図は、その最初の一歩として、

大学と地域をつなぐ、とても強いメディア
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